Sex Education and Sex Worship by 堀上 英紀
性教育と生殖器崇拝
著者 堀上 英紀
出版者 法政大学教養部
雑誌名 法政大学教養部紀要. 自然科学編
巻 125
ページ 85-93
発行年 2003-02
URL http://hdl.handle.net/10114/3763
8５ 
性教育と生殖器崇拝
堀上英紀
§１序論
東京都幼稚園・小・中・高・心障性教育研究会による『性意識・性行動に関
する2002年調査報告書」（文献1）によれば，性体験の若年化が進む中，都内の
高校３年生女子の半数近くが性交を経験済みである（図1）という。さらに，
経験後，いつも避妊した高３女子は約２割と過去最低らしい。報告書は，望ま
ぬ妊娠により無惨な中絶を余儀なくすることのないように，事前の教育が必要
という。すなわち，調査した教師らはエイズなどの性行為感染症のリスクだけ
でなくⅢ異性との関わり方や人間尊重梢神を学ぶ教育が必要と指摘している。
この調査結果は，日本性教育協会が1999年に実施した「第５回青少年の性行
動全国調査報告」（文献2）を裏付けるもの（図2）でもある。
％ 
５０ 
<％） 
４０ 
３０ 
２０ 
１０ 
０ 
中１中２中３周１FＨ２高３
図１性交経験累馴率 図２性的経験率の推棒
－一男千
一一女子 ' 
〆
ノ
ﾛﾛＵＵＩＵ 
Hosei University Repository
8６ 
それでは，どのような教育が，期待するような性のコントロールを可能にす
るのであろうか。
まずは，我が国における性教育の歴史から見ていくことにしよう。
§２性教育の歴史
「性教育」という語が我が国で用いられたのは，1920年代のことである。
1922年に初来日した米'五1人Ｍ・サンガーの産児Ilill限迎助に触発された生物学者
'11本宣治が，科学的性教育の必要性を唱え，『性教育』（1923年）を出版して，
社会的悲劇を防止しようと試みたことがきっかけであった（文献3)。
しかし，大正デモクラシーの影響を受けて自由恋愛の風潮が広まるにつれ，
性の純潔を守り，一夫一llii}制の秩序を守る教育の必要性が呼ばれるようになっ
た。この声が，第二次大戦後．文部省を動かし純潔教育委員会を発足（1948年）
させることとなったが，学校教育の現場においては，女子には月経教育が，男
子には無教育が行われたに過ぎなかった。
1970年代に入ると，噺度成長時代の急激な社会的・絲済的変化は！極々のiHi
で欧米化を招き，性意識の危（速な変化および性行動の苦年化を引き起こした。
これに対応して純潔教育に代わる，新たな教育の模索が始まり，学校教育だけ
でなく，家庭および地域社会と迎動した性教育の必要性が主唱され，性教育と
いう言葉が一般にも広まるようになった。
1980年以降は，国内初のエイズ患者の認定（1985）がマスコミ界をにぎわせ
たため，性教育はまさにエイズ予防教育の様相を呈しているようである。
§３青少年は性教育に何を望んでいるか
ここでは，1974年以降，約６年毎に全国調査を行っている日本性教育協会の
｢第５回青少年の性行動全国調査報告」（以後，第５１回1調査報告書と略記）を１１］
いて，青少年が性に関して何を知りたがっているか見てみよう。
図3から判るように19個の選択肢（複数選択回溶可）の内で，最も多かった
(30%強）のは，①エイズと性行為感染症についての知識であり，つづいて，
②性交，③異性とのつきあい方である（調査対象苛数5,492名，男子2,846名，
女子2,646名)。
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図３青少年が性について知りたい内容
この結果は，時代を反映すると同時に，思春期の特徴をよく示すものと言え
るが,「愛とは何か」や「人生における性の意味」がトップ10に入っている点
は注目に値することである。なぜならこれらこそが，後述するように，これま
での性教育に欠けているテーマだからである。
§４性教育の内容と生徒・学生の評価
教育現場で行われる性教育の内容に関しては，全国共通のガイドラインがな
いため，再び第５回調査報告書に基づいて見てみよう。図4から判るように，
その内容は依然として生理学的側面に重点が置かれており，この半世紀の間，
その内容は「性行為感染症の予防」と「避妊方法」を除いて，一向に進展して
いないようである。
|AＩ存 合iIf 全体男子 女子
中学生
男子 女子
高校生
男子 女子
大学生
男子 女子
エイズ 31.6 30.8 3Zｊ５ 25.3 2，．２ 31.3 34.8 38.8 35.1 
性感染症（性病）の知鐡 31.6 ２１．６ 3３ ７ 17.Ｉ 】８ ５ 3２ ７ 37.8 43i･Ｚ 60.3 
セックス〈性交） 29.8 33.4 2５ ９ 27.5 2１ ２ 3６ ， 28.6 37.2 309 
異性との交際の仕方 Z9.5 30.8 2８ ２ 25.4 2６ ０ 3３ 0 30.0 36.1 29.2 
愛とは何か 29.1 3２．７ 2５ Ｚ 24.5 2４ Ｚ 3２ ７ 25-0 4.0 28.3 
男性と女性の心理や行動の違い 28.0 28.3 2７ ７ 1６．７ 8.0 ２９ ８ 29.0 44.9 47.5 
避妊の方法 22.9 ２０．３ 2５ ６ 1１．６ ４６ 郡 ５ 29.8 27.9 ４１．８ 
自分の身体について 18.8 17.８ 1９ ８ 1５．７ ５．８ 1６ ７ ２１．５ 麺.0 25.1 
性は人生にどういう意味をもつ
か 14.6 15.6 1３．６ 13.8 1」 13.1 1１．６ 22.7 24.4 
思聯期の`lb､理 1４．５ 14., 1４．１ 15.9 6.5 14.5 1３．４ 139 ９．８ 
性欲の処理の仕方 13.7 1７．７ 9.4 １４．２ ８」 20.0 9１ 11.7 1３．１ 
生命挺生（受粉・妊娠・出産） 1Z.‘ 10.0 15.5 8.8 1２．３ ，, 1７．８ 1２，２ 1７．９ 
性に閲する不安や悩みの相談に
のってくれるところ 8.8 6.9 10.9 5.8 ８．２ 7.8 1２．４ ７．２ Ⅱ3.5 
性器のつくりと働き 8.1 １２．１ 3.8 12.2 ２．７ 11.9 ２９ 12.2 ８．７ 
男性と女性の役割 8.0 10.1 5.8 9.1 ６．０ 9.3 ４．９ 13.0 ７．４ 
初経（月経） 6９ 8.6 5.0 6.2 6.0 ，.， ４．４ 】0.6 ３．９ 
誌欝凝夛窟変わ切乳 6.5 7.9 4.9 lＬ３ ７．４ ７２ 3.0 3４ 3.7 
精通（射精） 5.7 7.4 3.8 7１ 1.7 6., 3.9 ７５ 8.7 
特に知りたいことばない 2５３ 麺.８ 23.6 ４１．４ 34.3 25.0 1９．８ 5.7 ７．４ 
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図５図４性教育の内容別学習 性教育への評価の経年比較
一方，受講者側である生徒・学生からみた性教育に対する評価を見ると，
｢役に立った」と答えたのは半数に満たず，「役に立たない」が，前回（1993年）
の調査よりも増えている（図５）ようである。
§５性教育に欠けているもの
古来より，我が国では生殖器崇拝が広く見られる。現代社会に於いては，－
歩間違えれば刑法に抵触せざるを得ないものが，信仰の対象になっているのは
なぜであろうか。
そのことについては，以前の論文（文献4）に書いたのだが，記紀にも見ら
れるように性には邪悪なもの，外敵，悪病などを追い払う強い力があると考え
られていたからである。いまでも日本各地に残されている道祖神は，その一つ
の表れである。
面白いことに，生殖器崇拝は，我が国に限られたものではなく，広く世界各
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地に見られるのである。古代ギリシャでは，彫刻されたペニスを持つヘルメス
神石柱（ヘルマイ）（図6）（文献5）が街角に置かれ，人々は道祖神と同じ働き
を期待したのである。
また，中世ヨーロッパ（アイルランドやイギリス，フランスなど）では，城
門や城壁などには石に刻んだ裸体女神Sheelanagig（図7）（文献6）がはめ込
まれ，女神が自らの性器を両手で左右に広げて相手に示すことで，外敵や悪病
を退散させようとしたのである。その信仰は，書物の挿絵や絵画（図8,9）（文
献7）にも見ることができる。
図７Sbeelanagig像図８CEisen将「LaFmtaine」の押絵図６ヘルマイ
図９民衆を鄭く自[tlの女神（DeIacmix,1830）
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一方，中国の明時代には，性の力を実戦で川いた有名な記録が残されている
のである。『豫変紀略巻Ⅱ」（文献8）には．以下のような記述が見られる。
壬午崇禎十五年（1642）イネ，I1ill辛未朔。懐圏地震。
時賊園開封，攻隆芯行':亦甚厳，錐張，祢之守雌賜不如也。砲石如雨．ｉ,,慨魔
ｌｗｌｏ賊患と。乃蝦衆姉人裸ilii立干城下以,w,i之，iiwと「陰門陣｣。城上之砲皆倒洩
而不鴫。城中将更ﾉＩｌｊｚｌ命iMiT'f裸立而燃砲，ｉｉｉ'之「陽１$I',jI'(」以破之。賊之砲ｲｶﾞ亦倒
洩而不鳴。異iliIillIli名１lfl趾尤，１，t巣以来，攻１，iIi多突，未宵聞此也。
すなわち，敵の砲撃を不発にするために，裸体の婦人や兵士を最前線に立た
せたのである。
このように一般社会で見られるだけでなく，次に示すように宗教界でも生殖
器崇拝が行われているのである。
周知の通りヒンズー教では，性を神聖なものと捉え，礼拝の対象としてリン
ガ（図10）（文献9）を祀った寺院の外壁に，ミトゥナ像（交合像）（図11）を
多数彫刻したのである。この場合には，外敵などを退散させることも意図した
か否かは，はっきりしない。
図１０リンガ 図１１ミトゥナ像
また．その流れを汲むチベット密教寺院においては．寺院の内壁に男女神の
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交合図（図12）（文献10）を描き，礼拝の対象としたのである。
図１２勝畷菩薩（ラマユル寺）
さらに，空海が唐より持ち帰った密教教典の一つ「大楽金剛不空真実三摩耶
経般若波羅蜜多理趣品｣，いわゆる「理趣経」には，以下のような経文が見
られるのである。
大典善寺三蔵沙'''１大臓智不空準調諜
……・…・説一・切法清浄句１１'｜所謂妙適ii`i瀞ｲﾘ足菩薩位慾箭清浄句足菩薩位
鯛消浄句足菩薩位愛縛清浄句隆替隣位一切自在主清浄句廷菩薩位兇澗浄句是
菩薩位適悦消浄ｲﾘ足菩薩位愛iIOi浄句足灘隙位慢消浄句雌菩薩位荘厳澗浄句
足蒋雌位意滋辮ｉｊｉ浄句足善隣位光明清浄句足菩薩位身楽消浄句是菩鹸位色
情がｲﾘ足菩薩位野消浄句是善隣位香清浄句避菩薩位味淌浄句是菩薩位何以
故‐切法自性ilii浄故般若波雛蜜多清浄……….
すなわち，一切のものは清浄であり，男女交合のたえなる悦惚境も，欲心を
もって異性を見ることも，自慢の心も，この世のあらゆるものも，また清浄な
る菩薩の境地であると説く。そして，なぜそうなのかというと，これらの欲望
をはじめ，世の一切のものは,その本性が清浄なものだからである。だから，
真実を見る智恵の眼を開いて，これらすべてをあるがままに眺めるならば，真
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実なる智恵の境地に到達し，すべて皆清浄ならざるはない境地になるであろう
(文献11）という。
一方，１６世紀スペイン・カトリックの聖女テレジアの自叙伝（文献12）には，
いわゆる神とのふれ合いに伴うエクスタシーが,以下のように記述されている。
第29章１３「私がこの状態にありました時，主は御心のままに，幾たびか次の幻
視を私に賜いました。私は自分のそばに．左の方に，体の形を持った－．位の天使を
見ました。私が天使をこのように見るのは大変珍しいことです。彼らは度々現れま
すが，私は前の幻視のところで初めに，お話しした時のあの様式でしか彼らを見ま
せんでした。ところがこの幻視において，主は天使をこういう形で私に示すことを
お望みになりました。彼は大きくはなく，むしろ小さかったのですが，大変美しく
見えました。彼の顔は余りにも燃えるようでしたので，愛に燃える天使らの中でも．
最も満位のもののように見えました。彼らは多分ケルビンと呼ばれるものでありま
しょうが，自分の名前を私にI|Iしませんでした。しかし天国には，ある天使と他の
天使，この天使とあの天使との間に．あまりにも大きな相遮があることがよくわか
りますので，私はそれをどう言ってよいかわかりません。
さて，私は金の長い矢を手にした天使を見ました．その矢の先に少し火がついて
いたように思われます。彼は，時々それを私の心臓を通してmli臓にまで刺し込みま
した。そして矢を抜く時，一緒に私の臓腋も持ち去ったかのようで，私を神の大い
なる愛にすっかり燃え上がらせて行きました。痛みは激しくて，先に申しましたあ
のうめき声を私に発しさせました。しかし，この苦しみのもたらす快さはあまりに
も強度なので,鐵魂は，もうこの苦しみが終わることも望まなければ，神以下のも
ので満足することも欲しません｡」
ローマのビットリア教会に納められている「聖テレジアの法悦」像（ＧＬ
ベルニーニ作）は，この自叙伝に基づいて制作されたものなのである。
上に述べた“性の神聖性”を。端的に表現すれば，つぎのようになる（文献
13）のであろう。
｢男女の結びつき．性行為とは，実は礼拝の行為，神聖な行為であり，単なる肉体
的快楽の源とか，相互の愛情と欲望の表現と考えられるべきものではない」
｢男女の交わりの瞬間は，あらゆる被造物が神とのつながりを感じとる機会なのです」
Hosei University Repository
9３ 
§６愛・性の意味
愛とは，Ｅ・フロムも述べている（文献14）ように，本来，自分本位のもの
ではなく，むしろ相手の喜びを自分の喜びとみなす，利他的なものなのではな
いだろうか。このことは，性愛においても同じことであって，自分自身の快楽
を追い求める行為であっては片手落ちであろう。そう考えると，冒頭に記した
性行為の若年化は，マスコミなどの偏った情報に煽られた現象といえよう。
多くの動物たちと異なり，人は生殖年齢を過ぎた後も，性行為を続ける。そ
の意味は，相手を癒すのみならず，己を知る行為といえるのではないだろうか。
言い換えれば，あらゆる生命はひとつにつながったものであることに気づく行
為，それが性だともいえよう。
このような考えはかつて異端とされたものであるが，今こそ再考する必要に
迫られているのではないだろうか。ガリレオ・ガリレイの言葉を借りれば．
"それでも，地球は動く,,と思うからである。
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